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津山藩主松平家火消行列図　　上は藩主周辺の隊列、下は二番手の梯子・龍吐水・玄蕃桶

　

こ
れ
は
、
津
山
藩
主
松
平
家
が
江
戸
で
火
消
に
出

動
し
た
時
の
行
列
を
描
い
た
巻
物
で
す
。
現
存
す
る

の
は
全
部
で
三
巻
、隊
列
の
区
分
に
よ
り
「
二
番
手
」

「
三
番
手
」「（
藩
主
）
御
出
馬
」
の
巻
物
に
分
か
れ

て
い
ま
す
が
、ど
う
も
本
来
は
全
四
巻
で
、「
一
番
手
」

の
巻
物
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
確
認
す
る
と
、
二
番
手
・
三

番
手
の
行
列
は
、
最
後
が
家
老
か
大
目
付
か
と
い
う

違
い
く
ら
い
で
、
他
に
大
き
な
相
違
は
な
く
、
先
頭

の
大
纏
に
続
い
て
梯
子
や
龍
吐
水
、
玄
蕃
桶
、
釣
瓶

な
ど
、
当
時
の
消
火
作
業
に
必
要
な
道
具
と
、
作
業

に
従
事
す
る
鳶
が
大
勢
並
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
藩
主
の
出
馬
行
列
は
、
火
消
作
業

を
指
揮
す
る
藩
主
と
そ
の
護
衛
に
当
た
る
者
た
ち
で

あ
り
、
い
ず
れ
も
火
事
装
束
に
身
を
包
ん
で
は
い
る

も
の
の
、
武
士
が
主
体
の
構
成
で
す
。

　

松
平
家
の
行
列
図
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
参
勤
交

代
で
国
元
へ
帰
る
時
の
様
子
を
描
い
た
も
の
が
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
他
に
も
将
軍
宣
下
の
儀
式
に

参
列
す
る
た
め
に
江
戸
城
へ
登
城
す
る
際
の
行
列
図

や
平
常
時
の
江
戸
城
登
城
の
行
列
図
な
ど
が
あ
り
、

こ
の
火
消
行
列
図
を
含
め
て
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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自
然
風
土
・
考
古
部
会

（
部
会
長
：
河
本
委
員
、
副
部
会
長
：
可
児
委
員
）

　

考
古
資
料
編
の
作
成
に
向
け
て
作
業
中
で
す
。

徐
々
に
各
遺
跡
の
執
筆
担
当
者
の
方
か
ら
原
稿
も
集

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

前
号
で
報
告
し
た
、
須
恵
器
窯
跡
の
電
磁
調
査
で

は
、箱
王
谷
窯
跡
で
１
箇
所
、小
屋
谷
窯
跡
で
２
箇
所
、

そ
れ
ら
し
き
場
所
が
特
定
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
発

掘
調
査
で
そ
れ
ら
を
検
証
し
て
い
く
事
も
必
要
で
す
。

古
代
部
会

（
部
会
長
：
狩
野
委
員
、
副
部
会
長
：
今
津
委
員
）

　

資
料
編
出
版
に
向
け
、
引
き
続
き
木
簡
や
文
献
史

料
等
、
掲
載
候
補
の
資
料
の
収
集
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
部
会
を
開
い
て
、
掲
載
資
料
の
検
討
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

中
世
部
会

（
部
会
長
：
三
好
委
員
、
副
部
会
長
：
久
野
委
員
）

　

資
料
編
出
版
に
向
け
、
津
山
市
外
に
あ
る
美
作
地

域
関
連
の
資
料
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
５
月
に

倉
敷
市
が
所
蔵
す
る
亀
山
家
文
書
、
７
月
に
は
奈
良

県
の
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
、
奈
良
文
化
財
研

究
所
へ
調
査
に
赴
き
ま
し
た
。

近
世
部
会

（
部
会
長
：
定
兼
委
員
、
副
部
会
長
：
在
間
委
員
）

　

５
月
に
、
郷
土
博
物
館
の
収
蔵
文
書
か
ら
、
近
世
資

料
編
に
掲
載
す
べ
き
候
補
の
選
別
会
を
実
施
し
て
、
現

時
点
で
の
絞
り
込
み
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
旧
町
村

史
の
編
さ
ん
時
に
調
査
さ
れ
た
文
書
の
所
在
を
確
認
し
、

旧
町
村
域
で
の
資
料
調
査
を
進
め
て
お
り
、
現
在
は
旧

勝
北
町
の
安
井
家
文
書
を
借
用
・
整
理
中
で
す
。

　

９
月
に
は
部
会
を
開
き
、
資
料
編
お
よ
び
松
平
家

入
封
以
降
の
通
史
編
の
章
節
案
を
協
議
検
討
す
る
予

定
で
す
。

近
現
代
部
会

（
部
会
長
：
在
間
委
員
、
副
部
会
長
：
香
山
委
員
）

　

４
月
16
日
に
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
に
お
い
て
、

第
１
回
部
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
事
務
局

か
ら
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
な
ど
を
報
告
し
た

後
、
今
後
の
調
査
方
針
や
収
録
対
象
期
間
の
延
伸
な

ど
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
議

終
了
後
、
同
所
で
資
料
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
記
録

資
料
館
に
は
美
作
関
連
の
資
料
が
数
多
く
保
存
さ
れ

て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
、
調
査
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

民
俗
部
会

（
部
会
長
：
前
原
委
員
、
副
部
会
長
：
安
倉
氏
）

　

今
年
度
も
引
き
続
き
、
地
域
に
関
す
る
様
々
な
聞

き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
８
月
に
部
会
を
開

催
し
、
秋
の
祭
礼
調
査
の
計
画
な
ど
を
協
議
す
る
予

定
で
す
。

　

民
話
編
に
関
し
て
は
、
今
ま
で
の
調
査
で
録
音
し

て
き
た
音
声
デ
ー
タ
を
文
字
起
こ
し
す
る
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

編
さ
ん
事
業
の
経
過

　

４
月
16
日 

第
１
回
近
現
代
部
会

　

４
月
20
日 

事
務
局
内
打
合
せ
会

　

５
月
21
日 

第
１
回
考
古
部
会
打
合
せ
会

　

５
月
28
日 

近
世
そ
の
他
文
書
選
別
会

　

６
月
11
日 

美
作
学
講
座
第
１
回

　

７
月
18
日 

第
２
回
考
古
部
会
打
合
せ
会

『津山市史研究』第２号販売中
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（
平
成
28
年
４
月
〜
）
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１　

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
の
津
山
に
お
け
る
水
車
は
、

重
要
な
動
力
源
で
あ
っ
た
。
当
時
の
主

要
な
用
途
は
、
米
搗
き
、
粉
挽
き
、
綿

実
油
絞
り
な
ど
で
あ
り
、
農
村
部
の
み

な
ら
ず
、
城
下
町
の
有
力
な
商
人
が
水

車
稼
ぎ
を
行
な
う
こ
と
も
多
か
っ
た
。

津
山
の
城
下
町
近
辺
で
は
、
吉
井
川
や

宮
川
に
水
車
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
、

十
九
世
紀
に
入
る
と
城
下
町
絵
図
に
も

正
確
に
記
載
さ
れ
る
ほ
ど
広
く
認
知
さ

れ
る
施
設
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
、
町
人
の
み
な
ら

ず
藩
士
に
と
っ
て
も
、
扶
持
米
の
米
搗

き
を
担
う
水
車
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ

た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
た
め
、
水
車
は
、

城
下
町
周
辺
の
風
景
の
一
部
と
な
り
、

都
市
生
活
と
不
可
分
な
も
の
と
し
て
存

在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
津
山
城
下
町
及
び
そ
の
周

辺
に
お
け
る
水
車
普
及
の
様
子
は
、
こ

れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
。本
稿
で
は
、十
八
世
紀
中
頃
以
降
、

水
車
が
急
速
に
普
及
し
て
い
く
過
程
と

そ
の
背
景
を
少
し
で
も
具
体
化
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ

で
の
対
象
は
米
搗
き
等
の
動
力
源
と
し

て
の
水
車
で
あ
り
、
揚
水
車
は
考
慮
に

入
れ
て
い
な
い
。

２  

城
下
町
と
水
車
稼
ぎ

　

城
下
町
で
の
水
車
利
用
に
は
米
搗
き

の
み
な
ら
ず
、
油
絞
り
な
ど
も
あ
り
一

様
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
日
々
の
生

活
に
密
着
し
た
も
の
と
し
て
米
搗
き
を

中
心
に
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

武
士
で
あ
ろ
う
が
町
人
で
あ
ろ
う
が
、

白
米
を
食
べ
よ
う
と
思
え
ば
玄
米
を
精

米
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
精
米

歩
合
は
様
々
で
あ
る
と
し
て
も
、
手
作

業
や
足
踏
み
な
ど
、
人
力
に
よ
る
精
米

作
業
は
か
な
り
の
重
労
働
で
あ
る
。
江

戸
時
代
初
期
に
は
中
国
か
ら
唐
臼
が
伝

え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
十
八
世
紀

の
津
山
に
お
い
て
も
、
足
踏
み
の
唐
臼

は
用
い
ら
れ
て
い
る
。              

　

こ
う
し
た
城
下
町
の
米
搗
き
需
要
を

見
越
し
て
の
水
車
稼
ぎ
が
、
十
八
世
紀

中
頃
以
降
の
城
下
町
商
人
に
よ
っ
て
担

わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
拙
稿
「
城
下
町

の
水
車
と
景
観―

樫
原
前
の
水
車―

」

（
津
山
郷
土
博
物
館
だ
よ
り
「
津
博
」

88
号
）
で
紹
介
し
た
が
、
江
戸
時
代
に

お
け
る
米
搗
き
労
働
の
大
き
さ
と
、
水

車
に
よ
る
劇
的
な
省
力
化
は
見
落
と
し

て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

津
山
の
城
下
町
及
び
そ
の
周
辺
で
水

車
が
利
用
さ
れ
始
め
る
時
期
は
定
か
で

は
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
、
資
料
的
に
そ

の
最
初
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

十
七
世
紀
の
森
家
の
時
代
に
関
し
て
は

資
料
が
十
分
で
は
な
く
、
水
車
が
存
在

し
た
か
ど
う
か
さ
え
定
か
で
は
な
い
。

　

十
八
世
紀
に
入
り
松
平
家
の
時
代
に

な
る
と
、
町
奉
行
や
郡
代
の
関
連
資
料

の
中
に
水
車
設
置
に
関
す
る
資
料
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
初
見
と
い
う

意
味
で
の
確
認
は
で
き
な
い
が
、
矢
吹

家
資
料
十
二
支
箱
文
書
と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
旧
郡
代
所
文
書
で
は
、
水
車
願

等
に
関
す
る
願
書
が
袋
物
と
し
て
数
多

く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、
宝

暦
二
年
（
一
七
五
二
）
の
願
書
が
最
初

と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
文

化
年
間
ま
で
大
量
の
水
車
願
書
が
残
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
以
前
の
状
況
が
定
か
で
な
い
段

階
で
、
宝
暦
年
間
か
ら
水
車
の
利
用
が

急
速
に
拡
大
し
た
と
断
定
で
き
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
た
だ
、
こ
れ

ら
の
大
量
の
水
車
願
書
の
文
言
か
ら
、

そ
の
当
時
の
様
子
を
推
測
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

３  

添
水
唐
臼
か
ら
添
水
車

　
　
　
　
　
　

あ
る
い
は
水
車
へ

　

近
世
の
津
山
地
域
に
お
け
る
水
車
の

普
及
に
は
、
添
水
唐
臼
や
添
水
車
と
の

関
係
が
注
目
さ
れ
る
。

　

十
八
世
紀
の
津
山
の
城
下
町
で
唐
臼

が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、『
津
山
松

平
藩
町
奉
行
日
記
』
宝
暦
十
二
年
（
一

七
六
二
）
一
月
二
十
六
日
の
記
事
か
ら

確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、「
此
度
亀

菊
様
御
不
幸
ニ
付
」
き
、
町
方
で
は
大

き
な
音
を
立
て
な
い
よ
う
に
慎
ん
で
い

る
中
で
、「
油
米
酒
屋
方
双
□
か
ら
臼

な
ど
ハ
別
而
相
慎
候
趣
伺
出
候
」
と
あ

る
よ
う
に
、
油
絞
り
や
米
搗
き
あ
る
い

は
酒
米
の
精
米
に
足
踏
み
式
の
唐
臼
が

一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
足
踏
み
式
の
唐
臼
を
改

造
し
、
し
し
お
ど
し
の
よ
う
に
水
の
重

さ
を
利
用
す
る
構
造
に
し
た
も
の
を
添

水
唐
臼
と
称
し
て
お
り
、
水
の
利
用
が

容
易
な
農
村
部
で
は
添
水
唐
臼
が
用
い

ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
や
が

て
添
水
車
と
い
う
言
葉
が
出
現
し
、
添

水
車
が
米
搗
き
な
ど
の
主
要
な
手
段
と

な
っ
て
い
く
。

　

津
山
地
域
に
お
い
て
は
、
資
料
の
上

で
は
水
車
と
添
水
車
が
ほ
ぼ
同
時
進
行

で
普
及
し
て
い
く
の
だ
が
、
農
村
部
で

は
水
車
よ
り
も
添
水
車
が
多
く
見
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
城
下
町
に
付
属
す
る
地

域
で
は
、全
て
水
車
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、

近
世
の
津
山
で
は
、
水
車
と
添
水
車
は

区
別
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
違
い
は
、
小

川
や
井
溝
な
ど
の
水
流
で
羽
を
回
転
さ

せ
る
も
の
を
水
車
と
し
、
水
を
上
か
ら

落
と
す
こ
と
に
よ
っ
て
羽
を
回
転
さ
せ

る
も
の
を
添
水
車
と
称
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
尚
、
現
在
で
は
、

い
ず
れ
も
水
車
と
称
し
て
い
る
。

　

こ
の
添
水
唐
臼
か
ら
添
水
車
や
水
車

へ
の
変
化
は
、
城
下
町
で
は
資
料
的
に

確
認
で
き
な
い
が
、
周
辺
農
村
部
で
は
、

宝
暦
年
間
頃
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。

　

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
七
月
の
中

原
村
権
右
衛
門
の
水
車
願
書
（
矢
吹
家

資
料
１
４
３―

３
）
で
は
、
雑
穀
や
扶

持
方
（
家
内
や
使
用
人
の
食
料
用
の
米

等
）
を
搗
く
の
が
大
変
な
の
で
、「
そ

う
ず
唐
臼
同
意
之
小
水
車
仕
度
奉
存

候
」
と
あ
り
、
一
回
毎
に
水
の
重
み
を

利
用
し
て
い
た
添
水
唐
臼
と
同
じ
よ
う

だ
が
、
飛
躍
的
に
効
率
の
良
く
な
る
小

型
の
水
車
の
設
置
を
願
出
て
い
る
の
で

あ
る
。
た
だ
、
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
意

識
の
切
り
替
え
が
で
き
て
い
な
い
と
み

え
て
、
水
車
を
利
用
し
た
い
と
言
い
な

が
ら
、
作
業
と
し
て
は
「
少
々
ふ
ま
せ

申
儀
ニ
御
座
候
」
と
、
従
来
の
唐
臼
の

作
業
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
年
十
二
月
の
大
篠
村
安
黒

和
助
の
願
書
で
は
、
同
じ
よ
う
な
理
由

か
ら
「
差
渡
シ
四
尺
計
之
そ
う
つ
車
仕

唐
臼
弐
ツ
居
え
申
度
奉
存
候
」（
矢
吹

家
資
料
１
５
６―

２
）
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
「
小
水
車
」
で
は
な
く
「
四

尺
計
之
そ
う
つ
車
」
と
表
記
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
変
化
が
続
い
て
い
く
中
で
、

や
が
て
米
搗
き
や
油
絞
り
、
粉
挽
き
な

ど
で
は
添
水
車
や
水
車
の
利
用
が
一
般

的
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
一
方

で
唐
臼
や
添
水
唐
臼
が
無
く
な
っ
て
し

ま
う
わ
け
で
は
な
い
。
水
車
等
の
利
用

に
関
し
て
は
場
所
的
な
条
件
が
伴
う
た

め
、
ど
こ
で
も
自
由
に
設
置
で
き
る
も

の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

４  

船
車
の
利
用

　

城
下
町
近
辺
で
は
樫
原
前
、
覗
き
河

原
、
奥
宮
川
、
宮
川
尻
な
ど
、
吉
井
川

や
宮
川
の
水
が
利
用
で
き
る
場
所
に
水

車
が
設
置
さ
れ
た
が
、
十
八
世
紀
末
頃

か
ら
は
こ
う
し
た
水
車
に
加
え
て
、
水

量
の
豊
か
な
吉
井
川
の
瀬
に
お
い
て
、

水
に
浮
か
ぶ
水
車
小
屋
の
利
用
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

そ
れ
は
、「
船
車
」
と
か
「
水
車
船
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
、
鍬
形
蕙
斎

の
津
山
景
観
図
屏
風
に
も
描
か
れ
て
い

る
船
車
は
、
船
の
上
に
三
棟
程
度
の
小

屋
が
載
っ
た
外
輪
船
の
よ
う
な
形
で
、

船
の
中
央
付
近
の
側
面
に
水
車
が
付
い

て
い
る
。
描
か
れ
て
い
る
船
車
は
四
艘

あ
り
、
吹
屋
町
や
中
之
町
付
近
の
吉
井

川
北
岸
に
繋
留
さ
れ
て
い
る
。

　

船
車
の
利
点
は
、
水
に
浮
か
ん
で
い

る
た
め
に
、
水
位
の
上
下
に
影
響
さ
れ

に
く
い
こ
と
と
、
移
動
が
容
易
で
あ
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
固
定
さ
れ
て
い

な
い
船
車
は
、
洪
水
等
の
災
害
時
の
避

難
と
と
も
に
、
売
買
し
た
場
合
な
ど
、

容
易
に
新
し
い
稼
働
場
所
に
移
動
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
『
津
山
松
平
藩
町
奉
行
日
記
』
を
見

る
と
、
津
山
の
城
下
町
周
辺
で
は
、
寛

政
年
間
以
降
に
船
車
に
関
す
る
記
載
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
以
前
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
確
か

な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
日
記
の
中

で
の
初
見
は
、寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）

四
月
十
三
日
の
記
事
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
は
船
車
で
は
な
く
、
説
明
的

に
「
船
ニ
而
米
つ
き
車
之
儀
」
と
あ
り
、

町
奉
行
は
、
こ
の
件
に
関
す
る
願
書
を

提
出
す
る
こ
と
の
是
非
を
藩
の
重
役
に

確
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
重

役
の
内
意
が
確
認
で
き
た
た
め
、
大
年

寄
に
願
書
の
提
出
に
関
し
て
指
示
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
津
山
に
お
い
て
は
船

車
が
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

町
奉
行
が
慎
重
に
な
っ
た
た
め
と
考
え

ら
れ
、
そ
の
後
の
船
車
稼
ぎ
の
願
書
は

普
通
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え

合
わ
せ
る
と
、
こ
の
時
が
、
城
下
町
に

お
け
る
船
車
の
最
初
で
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

現
在
確
認
で
き
て
い
る
範
囲
で
は
、

船
車
の
所
有
者
は
、
城
下
町
の
商
人
で

あ
る
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
精
米
等
の
た

め
に
船
車
を
利
用
し
て
お
り
、
小
屋
に

は
三
臼
か
ら
五
臼
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
時
に
は
、
船
車
に
盗
賊
が
侵

入
し
て
、
米
を
盗
ん
で
い
く
よ
う
な
事

件
も
発
生
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
寛
政
期
の
記
録
で
は
、

吹
屋
町
の
山
城
屋
善
左
衛
門
が
「
吹
屋

町
之
川
瀬
」
に
設
置
し
て
い
る
し
、
中

之
町
の
日
上
屋
茂
助
は
、「（
城
東
地
区

の
南
）
裏
通
清
水
場
辺
之
川
瀬
」
で
船

車
稼
ぎ
を
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
す
る
と
、
蕙
斎
が
描
く
津
山
景
観

図
屏
風
の
船
車
は
、
そ
の
形
態
と
と
も

に
、
設
置
場
所
も
あ
る
程
度
正
確
な
の

で
あ
ろ
う
。

５  

奉
公
人
の
減
少
と
賃
金
の
高
騰

　

こ
こ
ま
で
宝
暦
頃
の
水
車
や
添
水
車

の
願
書
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
そ
の

設
置
理
由
の
中
に
は
当
時
の
社
会
状
況

を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
文
言
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　

水
車
や
添
水
車
の
設
置
願
主
は
、
概

ね
上
層
農
民
で
あ
り
、「
私
儀
高
一
八

〇
石
余
所
持
」
で
あ
る
と
か
「
私
儀
持

高
多
ク
所
持
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
り
、

当
人
が
庄
屋
や
大
庄
屋
で
あ
っ
た
り
す

る
。
そ
う
し
た
有
力
農
民
た
ち
が
、「
近

来
下
男
女
殊
之
外
不
自
由
罷
成
年
増
ニ

高
給
取
ニ
付
作
方
相
応
ニ
下
人
得
召
抱

不
申
年
中
作
食
之
扶
持
方
突
精
ケ
等
甚

難
義
仕
候
」（
矢
吹
家
資
料
１
４
３―

15
）
と
い
う
こ
と
で
、
奉
公
人
の
不
足

か
ら
賃
金
が
高
騰
し
て
い
る
た
め
、
十

分
な
使
用
人
を
雇
う
こ
と
が
で
き
ず
、

食
事
の
た
め
の
精
米
に
も
難
儀
し
て
い

る
の
で
、
効
率
の
良
い
添
水
車
を
設
置

し
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
他
の
願
書
に

も
同
様
な
状
況
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
村

内
ニ
而
請
作
仕
候
者
茂
多
ク
無
之
無
拠

手
作
大
分
ニ
相
成
近
来
者
下
人
等
不
自

由
故
作
食
等
拵
難
儀
仕
候
」（
矢
吹
家

資
料
１
４
３―

７
）
と
し
て
、
水
車
の

設
置
許
可
を
願
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
村
内
で
の
小
作
人
の
減
少

も
関
連
す
る
か
と
推
測
さ
れ
る
中
で
、

奉
公
人
を
雇
え
な
い
こ
と
が
原
因
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
村
方
の
状
況
に
関
し
て
は
、

「
近
年
村
内
困
窮
仕
絶
人
株
多
ク
御
座

候
而
百
姓
頭
数
減
少
仕
抱
分
御
田
地
作

人
付
キ
不
申
候
ニ
付
無
拠
大
作
仕
下
人

等
大
勢
召
抱
候
故
作
扶
持
麦
稗
搗
し
ら

け
ニ
大
分
手
間
欠
ケ
難
儀
仕
候
」（
矢

吹
家
資
料
１
５
６―

２
）
と
も
あ
り
、

事
情
は
や
や
異
な
る
が
、
米
搗
き
等
の

労
働
省
力
化
が
必
要
と
な
っ
た
事
情
を

記
し
て
い
る
。

　

城
下
町
周
辺
の
村
の
状
況
と
し
て
は
、

奉
公
人
が
雇
え
な
い
と
い
う
事
例
と
、

作
人
の
不
足
か
ら
多
く
の
奉
公
人
を
抱

え
て
困
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
村

の
疲
弊
と
人
口
の
減
少
が
そ
の
背
景
に

あ
る
と
言
え
る
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
労
働
力
不
足
は

城
下
町
で
も
発
生
し
て
お
り
、『
津
山

松
平
藩
町
奉
行
日
記
』
寛
政
四
年
（
一

七
九
二
）
九
月
二
十
六
日
の
記
事
で
は
、

町
奉
行
増
児
右
門
が
「
御
家
中
市
郷
衣

服
華
美
并
奉
公
人
払
底
之
義
考
申
上
候

様
大
目
付
中
御
書
付
被
相
渡
候
」
と
記

し
て
い
る
よ
う
に
、
藩
内
部
で
も
危
機

意
識
を
持
つ
事
態
に
な
っ
て
い
た
。

　

実
際
、
こ
の
時
に
は
、
松
江
の
松
平

出
羽
守
の
行
列
が
通
行
す
る
際
に
人
足

が
集
ま
ら
ず
、
通
常
の
倍
以
上
の
賃
金

で
雇
用
し
て
そ
の
場
を
凌
い
だ
と
い
う

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

６  

お
わ
り
に

　

津
山
地
域
で
の
水
車
や
添
水
車
の
普

及
に
関
し
て
は
、
外
部
か
ら
の
新
技
術

の
導
入
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）

に
樫
原
前
に
水
車
を
設
置
し
た
桶
屋
町

の
大
坂
屋
が
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九

九
）
に
は
「
近
在
方
扶
持
方
踏
之
水
車

数
ヶ
所
出
来
其
上
所
々
船
車
数
多
ニ
相

成
」
り
、「
水
車
踏
米
等
追
々
相
減
渡

世
方
甚
難
渋
仕
候
」（
矢
吹
家
資
料
２

２
１―

７
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

そ
れ
な
り
の
資
本
投
下
が
必
要
と
さ
れ

る
水
車
の
設
置
が
、
十
八
世
紀
中
頃
以

降
急
速
に
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

背
景
に
は
、
労
働
の
省
力
化
を
必
須
と

す
る
社
会
経
済
的
な
事
情
が
存
在
し
た

こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
で
は
、
の
ど
か
な
農
村
の
象
徴

の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
水
車
で
あ
る

が
、
江
戸
時
代
の
津
山
に
お
け
る
、
そ

の
技
術
革
新
的
な
意
義
は
極
め
て
大
き

か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う 

ず

研究ノート①

津
山
地
域
の
水
車
と
船
車

̶
 

十
八
世
紀
津
山
の
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と
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に
関
連
し
て ̶

尾　

島　

 　

治

ふ
な
ぐ
る
ま



04

１　

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
の
津
山
に
お
け
る
水
車
は
、

重
要
な
動
力
源
で
あ
っ
た
。
当
時
の
主

要
な
用
途
は
、
米
搗
き
、
粉
挽
き
、
綿

実
油
絞
り
な
ど
で
あ
り
、
農
村
部
の
み

な
ら
ず
、
城
下
町
の
有
力
な
商
人
が
水

車
稼
ぎ
を
行
な
う
こ
と
も
多
か
っ
た
。

津
山
の
城
下
町
近
辺
で
は
、
吉
井
川
や

宮
川
に
水
車
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
、

十
九
世
紀
に
入
る
と
城
下
町
絵
図
に
も

正
確
に
記
載
さ
れ
る
ほ
ど
広
く
認
知
さ

れ
る
施
設
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
、
町
人
の
み
な
ら

ず
藩
士
に
と
っ
て
も
、
扶
持
米
の
米
搗

き
を
担
う
水
車
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ

た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
た
め
、
水
車
は
、

城
下
町
周
辺
の
風
景
の
一
部
と
な
り
、

都
市
生
活
と
不
可
分
な
も
の
と
し
て
存

在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
津
山
城
下
町
及
び
そ
の
周

辺
に
お
け
る
水
車
普
及
の
様
子
は
、
こ

れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
。本
稿
で
は
、十
八
世
紀
中
頃
以
降
、

水
車
が
急
速
に
普
及
し
て
い
く
過
程
と

そ
の
背
景
を
少
し
で
も
具
体
化
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ

で
の
対
象
は
米
搗
き
等
の
動
力
源
と
し

て
の
水
車
で
あ
り
、
揚
水
車
は
考
慮
に

入
れ
て
い
な
い
。

２  

城
下
町
と
水
車
稼
ぎ

　

城
下
町
で
の
水
車
利
用
に
は
米
搗
き

の
み
な
ら
ず
、
油
絞
り
な
ど
も
あ
り
一

様
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
日
々
の
生

活
に
密
着
し
た
も
の
と
し
て
米
搗
き
を

中
心
に
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

武
士
で
あ
ろ
う
が
町
人
で
あ
ろ
う
が
、

白
米
を
食
べ
よ
う
と
思
え
ば
玄
米
を
精

米
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
精
米

歩
合
は
様
々
で
あ
る
と
し
て
も
、
手
作

業
や
足
踏
み
な
ど
、
人
力
に
よ
る
精
米

作
業
は
か
な
り
の
重
労
働
で
あ
る
。
江

戸
時
代
初
期
に
は
中
国
か
ら
唐
臼
が
伝

え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
十
八
世
紀

の
津
山
に
お
い
て
も
、
足
踏
み
の
唐
臼

は
用
い
ら
れ
て
い
る
。              

　

こ
う
し
た
城
下
町
の
米
搗
き
需
要
を

見
越
し
て
の
水
車
稼
ぎ
が
、
十
八
世
紀

中
頃
以
降
の
城
下
町
商
人
に
よ
っ
て
担

わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
拙
稿
「
城
下
町

の
水
車
と
景
観―

樫
原
前
の
水
車―

」

（
津
山
郷
土
博
物
館
だ
よ
り
「
津
博
」

88
号
）
で
紹
介
し
た
が
、
江
戸
時
代
に

お
け
る
米
搗
き
労
働
の
大
き
さ
と
、
水

車
に
よ
る
劇
的
な
省
力
化
は
見
落
と
し

て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

津
山
の
城
下
町
及
び
そ
の
周
辺
で
水

車
が
利
用
さ
れ
始
め
る
時
期
は
定
か
で

は
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
、
資
料
的
に
そ

の
最
初
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

十
七
世
紀
の
森
家
の
時
代
に
関
し
て
は

資
料
が
十
分
で
は
な
く
、
水
車
が
存
在

し
た
か
ど
う
か
さ
え
定
か
で
は
な
い
。

　

十
八
世
紀
に
入
り
松
平
家
の
時
代
に

な
る
と
、
町
奉
行
や
郡
代
の
関
連
資
料

の
中
に
水
車
設
置
に
関
す
る
資
料
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
初
見
と
い
う

意
味
で
の
確
認
は
で
き
な
い
が
、
矢
吹

家
資
料
十
二
支
箱
文
書
と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
旧
郡
代
所
文
書
で
は
、
水
車
願

等
に
関
す
る
願
書
が
袋
物
と
し
て
数
多

く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、
宝

暦
二
年
（
一
七
五
二
）
の
願
書
が
最
初

と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
文

化
年
間
ま
で
大
量
の
水
車
願
書
が
残
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
以
前
の
状
況
が
定
か
で
な
い
段

階
で
、
宝
暦
年
間
か
ら
水
車
の
利
用
が

急
速
に
拡
大
し
た
と
断
定
で
き
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
た
だ
、
こ
れ

ら
の
大
量
の
水
車
願
書
の
文
言
か
ら
、

そ
の
当
時
の
様
子
を
推
測
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

３  

添
水
唐
臼
か
ら
添
水
車

　
　
　
　
　
　

あ
る
い
は
水
車
へ

　

近
世
の
津
山
地
域
に
お
け
る
水
車
の

普
及
に
は
、
添
水
唐
臼
や
添
水
車
と
の

関
係
が
注
目
さ
れ
る
。

　

十
八
世
紀
の
津
山
の
城
下
町
で
唐
臼

が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、『
津
山
松

平
藩
町
奉
行
日
記
』
宝
暦
十
二
年
（
一

七
六
二
）
一
月
二
十
六
日
の
記
事
か
ら

確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、「
此
度
亀

菊
様
御
不
幸
ニ
付
」
き
、
町
方
で
は
大

き
な
音
を
立
て
な
い
よ
う
に
慎
ん
で
い

る
中
で
、「
油
米
酒
屋
方
双
□
か
ら
臼

な
ど
ハ
別
而
相
慎
候
趣
伺
出
候
」
と
あ

る
よ
う
に
、
油
絞
り
や
米
搗
き
あ
る
い

は
酒
米
の
精
米
に
足
踏
み
式
の
唐
臼
が

一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
足
踏
み
式
の
唐
臼
を
改

造
し
、
し
し
お
ど
し
の
よ
う
に
水
の
重

さ
を
利
用
す
る
構
造
に
し
た
も
の
を
添

水
唐
臼
と
称
し
て
お
り
、
水
の
利
用
が

容
易
な
農
村
部
で
は
添
水
唐
臼
が
用
い

ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
や
が

て
添
水
車
と
い
う
言
葉
が
出
現
し
、
添

水
車
が
米
搗
き
な
ど
の
主
要
な
手
段
と

な
っ
て
い
く
。

　

津
山
地
域
に
お
い
て
は
、
資
料
の
上

で
は
水
車
と
添
水
車
が
ほ
ぼ
同
時
進
行

で
普
及
し
て
い
く
の
だ
が
、
農
村
部
で

は
水
車
よ
り
も
添
水
車
が
多
く
見
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
城
下
町
に
付
属
す
る
地

域
で
は
、全
て
水
車
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、

近
世
の
津
山
で
は
、
水
車
と
添
水
車
は

区
別
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
違
い
は
、
小

川
や
井
溝
な
ど
の
水
流
で
羽
を
回
転
さ

せ
る
も
の
を
水
車
と
し
、
水
を
上
か
ら

落
と
す
こ
と
に
よ
っ
て
羽
を
回
転
さ
せ

る
も
の
を
添
水
車
と
称
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
尚
、
現
在
で
は
、

い
ず
れ
も
水
車
と
称
し
て
い
る
。

　

こ
の
添
水
唐
臼
か
ら
添
水
車
や
水
車

へ
の
変
化
は
、
城
下
町
で
は
資
料
的
に

確
認
で
き
な
い
が
、
周
辺
農
村
部
で
は
、

宝
暦
年
間
頃
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。

　

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
七
月
の
中

原
村
権
右
衛
門
の
水
車
願
書
（
矢
吹
家

資
料
１
４
３―

３
）
で
は
、
雑
穀
や
扶

持
方
（
家
内
や
使
用
人
の
食
料
用
の
米

等
）
を
搗
く
の
が
大
変
な
の
で
、「
そ

う
ず
唐
臼
同
意
之
小
水
車
仕
度
奉
存

候
」
と
あ
り
、
一
回
毎
に
水
の
重
み
を

利
用
し
て
い
た
添
水
唐
臼
と
同
じ
よ
う

だ
が
、
飛
躍
的
に
効
率
の
良
く
な
る
小

型
の
水
車
の
設
置
を
願
出
て
い
る
の
で

あ
る
。
た
だ
、
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
意

識
の
切
り
替
え
が
で
き
て
い
な
い
と
み

え
て
、
水
車
を
利
用
し
た
い
と
言
い
な

が
ら
、
作
業
と
し
て
は
「
少
々
ふ
ま
せ

申
儀
ニ
御
座
候
」
と
、
従
来
の
唐
臼
の

作
業
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
年
十
二
月
の
大
篠
村
安
黒

和
助
の
願
書
で
は
、
同
じ
よ
う
な
理
由

か
ら
「
差
渡
シ
四
尺
計
之
そ
う
つ
車
仕

唐
臼
弐
ツ
居
え
申
度
奉
存
候
」（
矢
吹

家
資
料
１
５
６―

２
）
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
「
小
水
車
」
で
は
な
く
「
四

尺
計
之
そ
う
つ
車
」
と
表
記
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
変
化
が
続
い
て
い
く
中
で
、

や
が
て
米
搗
き
や
油
絞
り
、
粉
挽
き
な

ど
で
は
添
水
車
や
水
車
の
利
用
が
一
般

的
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
一
方

で
唐
臼
や
添
水
唐
臼
が
無
く
な
っ
て
し

ま
う
わ
け
で
は
な
い
。
水
車
等
の
利
用

に
関
し
て
は
場
所
的
な
条
件
が
伴
う
た

め
、
ど
こ
で
も
自
由
に
設
置
で
き
る
も

の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

４  

船
車
の
利
用

　

城
下
町
近
辺
で
は
樫
原
前
、
覗
き
河

原
、
奥
宮
川
、
宮
川
尻
な
ど
、
吉
井
川

や
宮
川
の
水
が
利
用
で
き
る
場
所
に
水

車
が
設
置
さ
れ
た
が
、
十
八
世
紀
末
頃

か
ら
は
こ
う
し
た
水
車
に
加
え
て
、
水

量
の
豊
か
な
吉
井
川
の
瀬
に
お
い
て
、

水
に
浮
か
ぶ
水
車
小
屋
の
利
用
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

そ
れ
は
、「
船
車
」
と
か
「
水
車
船
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
、
鍬
形
蕙
斎

の
津
山
景
観
図
屏
風
に
も
描
か
れ
て
い

る
船
車
は
、
船
の
上
に
三
棟
程
度
の
小

屋
が
載
っ
た
外
輪
船
の
よ
う
な
形
で
、

船
の
中
央
付
近
の
側
面
に
水
車
が
付
い

て
い
る
。
描
か
れ
て
い
る
船
車
は
四
艘

あ
り
、
吹
屋
町
や
中
之
町
付
近
の
吉
井

川
北
岸
に
繋
留
さ
れ
て
い
る
。

　

船
車
の
利
点
は
、
水
に
浮
か
ん
で
い

る
た
め
に
、
水
位
の
上
下
に
影
響
さ
れ

に
く
い
こ
と
と
、
移
動
が
容
易
で
あ
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
固
定
さ
れ
て
い

な
い
船
車
は
、
洪
水
等
の
災
害
時
の
避

難
と
と
も
に
、
売
買
し
た
場
合
な
ど
、

容
易
に
新
し
い
稼
働
場
所
に
移
動
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
『
津
山
松
平
藩
町
奉
行
日
記
』
を
見

る
と
、
津
山
の
城
下
町
周
辺
で
は
、
寛

政
年
間
以
降
に
船
車
に
関
す
る
記
載
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
以
前
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
確
か

な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
日
記
の
中

で
の
初
見
は
、寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）

四
月
十
三
日
の
記
事
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
は
船
車
で
は
な
く
、
説
明
的

に
「
船
ニ
而
米
つ
き
車
之
儀
」
と
あ
り
、

町
奉
行
は
、
こ
の
件
に
関
す
る
願
書
を

提
出
す
る
こ
と
の
是
非
を
藩
の
重
役
に

確
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
重

役
の
内
意
が
確
認
で
き
た
た
め
、
大
年

寄
に
願
書
の
提
出
に
関
し
て
指
示
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
津
山
に
お
い
て
は
船

車
が
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

町
奉
行
が
慎
重
に
な
っ
た
た
め
と
考
え

ら
れ
、
そ
の
後
の
船
車
稼
ぎ
の
願
書
は

普
通
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え

合
わ
せ
る
と
、
こ
の
時
が
、
城
下
町
に

お
け
る
船
車
の
最
初
で
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

現
在
確
認
で
き
て
い
る
範
囲
で
は
、

船
車
の
所
有
者
は
、
城
下
町
の
商
人
で

あ
る
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
精
米
等
の
た

め
に
船
車
を
利
用
し
て
お
り
、
小
屋
に

は
三
臼
か
ら
五
臼
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
時
に
は
、
船
車
に
盗
賊
が
侵

入
し
て
、
米
を
盗
ん
で
い
く
よ
う
な
事

件
も
発
生
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
寛
政
期
の
記
録
で
は
、

吹
屋
町
の
山
城
屋
善
左
衛
門
が
「
吹
屋

町
之
川
瀬
」
に
設
置
し
て
い
る
し
、
中

之
町
の
日
上
屋
茂
助
は
、「（
城
東
地
区

の
南
）
裏
通
清
水
場
辺
之
川
瀬
」
で
船

車
稼
ぎ
を
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
す
る
と
、
蕙
斎
が
描
く
津
山
景
観

図
屏
風
の
船
車
は
、
そ
の
形
態
と
と
も

に
、
設
置
場
所
も
あ
る
程
度
正
確
な
の

で
あ
ろ
う
。

５  

奉
公
人
の
減
少
と
賃
金
の
高
騰

　

こ
こ
ま
で
宝
暦
頃
の
水
車
や
添
水
車

の
願
書
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
そ
の

設
置
理
由
の
中
に
は
当
時
の
社
会
状
況

を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
文
言
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　

水
車
や
添
水
車
の
設
置
願
主
は
、
概

ね
上
層
農
民
で
あ
り
、「
私
儀
高
一
八

〇
石
余
所
持
」
で
あ
る
と
か
「
私
儀
持

高
多
ク
所
持
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
り
、

当
人
が
庄
屋
や
大
庄
屋
で
あ
っ
た
り
す

る
。
そ
う
し
た
有
力
農
民
た
ち
が
、「
近

来
下
男
女
殊
之
外
不
自
由
罷
成
年
増
ニ

高
給
取
ニ
付
作
方
相
応
ニ
下
人
得
召
抱

不
申
年
中
作
食
之
扶
持
方
突
精
ケ
等
甚

難
義
仕
候
」（
矢
吹
家
資
料
１
４
３―

15
）
と
い
う
こ
と
で
、
奉
公
人
の
不
足

か
ら
賃
金
が
高
騰
し
て
い
る
た
め
、
十

分
な
使
用
人
を
雇
う
こ
と
が
で
き
ず
、

食
事
の
た
め
の
精
米
に
も
難
儀
し
て
い

る
の
で
、
効
率
の
良
い
添
水
車
を
設
置

し
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
他
の
願
書
に

も
同
様
な
状
況
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
村

内
ニ
而
請
作
仕
候
者
茂
多
ク
無
之
無
拠

手
作
大
分
ニ
相
成
近
来
者
下
人
等
不
自

由
故
作
食
等
拵
難
儀
仕
候
」（
矢
吹
家

資
料
１
４
３―

７
）
と
し
て
、
水
車
の

設
置
許
可
を
願
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
村
内
で
の
小
作
人
の
減
少

も
関
連
す
る
か
と
推
測
さ
れ
る
中
で
、

奉
公
人
を
雇
え
な
い
こ
と
が
原
因
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
村
方
の
状
況
に
関
し
て
は
、

「
近
年
村
内
困
窮
仕
絶
人
株
多
ク
御
座

候
而
百
姓
頭
数
減
少
仕
抱
分
御
田
地
作

人
付
キ
不
申
候
ニ
付
無
拠
大
作
仕
下
人

等
大
勢
召
抱
候
故
作
扶
持
麦
稗
搗
し
ら

け
ニ
大
分
手
間
欠
ケ
難
儀
仕
候
」（
矢

吹
家
資
料
１
５
６―

２
）
と
も
あ
り
、

事
情
は
や
や
異
な
る
が
、
米
搗
き
等
の

労
働
省
力
化
が
必
要
と
な
っ
た
事
情
を

記
し
て
い
る
。

　

城
下
町
周
辺
の
村
の
状
況
と
し
て
は
、

奉
公
人
が
雇
え
な
い
と
い
う
事
例
と
、

作
人
の
不
足
か
ら
多
く
の
奉
公
人
を
抱

え
て
困
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
村

の
疲
弊
と
人
口
の
減
少
が
そ
の
背
景
に

あ
る
と
言
え
る
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
労
働
力
不
足
は

城
下
町
で
も
発
生
し
て
お
り
、『
津
山

松
平
藩
町
奉
行
日
記
』
寛
政
四
年
（
一

七
九
二
）
九
月
二
十
六
日
の
記
事
で
は
、

町
奉
行
増
児
右
門
が
「
御
家
中
市
郷
衣

服
華
美
并
奉
公
人
払
底
之
義
考
申
上
候

様
大
目
付
中
御
書
付
被
相
渡
候
」
と
記

し
て
い
る
よ
う
に
、
藩
内
部
で
も
危
機

意
識
を
持
つ
事
態
に
な
っ
て
い
た
。

　

実
際
、
こ
の
時
に
は
、
松
江
の
松
平

出
羽
守
の
行
列
が
通
行
す
る
際
に
人
足

が
集
ま
ら
ず
、
通
常
の
倍
以
上
の
賃
金

で
雇
用
し
て
そ
の
場
を
凌
い
だ
と
い
う

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

６  

お
わ
り
に

　

津
山
地
域
で
の
水
車
や
添
水
車
の
普

及
に
関
し
て
は
、
外
部
か
ら
の
新
技
術

の
導
入
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）

に
樫
原
前
に
水
車
を
設
置
し
た
桶
屋
町

の
大
坂
屋
が
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九

九
）
に
は
「
近
在
方
扶
持
方
踏
之
水
車

数
ヶ
所
出
来
其
上
所
々
船
車
数
多
ニ
相

成
」
り
、「
水
車
踏
米
等
追
々
相
減
渡

世
方
甚
難
渋
仕
候
」（
矢
吹
家
資
料
２

２
１―

７
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

そ
れ
な
り
の
資
本
投
下
が
必
要
と
さ
れ

る
水
車
の
設
置
が
、
十
八
世
紀
中
頃
以

降
急
速
に
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

背
景
に
は
、
労
働
の
省
力
化
を
必
須
と

す
る
社
会
経
済
的
な
事
情
が
存
在
し
た

こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
で
は
、
の
ど
か
な
農
村
の
象
徴

の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
水
車
で
あ
る

が
、
江
戸
時
代
の
津
山
に
お
け
る
、
そ

の
技
術
革
新
的
な
意
義
は
極
め
て
大
き

か
っ
た
の
で
あ
る
。

研究ノート①
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１　

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
の
津
山
に
お
け
る
水
車
は
、

重
要
な
動
力
源
で
あ
っ
た
。
当
時
の
主

要
な
用
途
は
、
米
搗
き
、
粉
挽
き
、
綿

実
油
絞
り
な
ど
で
あ
り
、
農
村
部
の
み

な
ら
ず
、
城
下
町
の
有
力
な
商
人
が
水

車
稼
ぎ
を
行
な
う
こ
と
も
多
か
っ
た
。

津
山
の
城
下
町
近
辺
で
は
、
吉
井
川
や

宮
川
に
水
車
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
、

十
九
世
紀
に
入
る
と
城
下
町
絵
図
に
も

正
確
に
記
載
さ
れ
る
ほ
ど
広
く
認
知
さ

れ
る
施
設
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
、
町
人
の
み
な
ら

ず
藩
士
に
と
っ
て
も
、
扶
持
米
の
米
搗

き
を
担
う
水
車
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ

た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
た
め
、
水
車
は
、

城
下
町
周
辺
の
風
景
の
一
部
と
な
り
、

都
市
生
活
と
不
可
分
な
も
の
と
し
て
存

在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
津
山
城
下
町
及
び
そ
の
周

辺
に
お
け
る
水
車
普
及
の
様
子
は
、
こ

れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
。本
稿
で
は
、十
八
世
紀
中
頃
以
降
、

水
車
が
急
速
に
普
及
し
て
い
く
過
程
と

そ
の
背
景
を
少
し
で
も
具
体
化
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ

で
の
対
象
は
米
搗
き
等
の
動
力
源
と
し

て
の
水
車
で
あ
り
、
揚
水
車
は
考
慮
に

入
れ
て
い
な
い
。

２  

城
下
町
と
水
車
稼
ぎ

　

城
下
町
で
の
水
車
利
用
に
は
米
搗
き

の
み
な
ら
ず
、
油
絞
り
な
ど
も
あ
り
一

様
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
日
々
の
生

活
に
密
着
し
た
も
の
と
し
て
米
搗
き
を

中
心
に
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

武
士
で
あ
ろ
う
が
町
人
で
あ
ろ
う
が
、

白
米
を
食
べ
よ
う
と
思
え
ば
玄
米
を
精

米
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
精
米

歩
合
は
様
々
で
あ
る
と
し
て
も
、
手
作

業
や
足
踏
み
な
ど
、
人
力
に
よ
る
精
米

作
業
は
か
な
り
の
重
労
働
で
あ
る
。
江

戸
時
代
初
期
に
は
中
国
か
ら
唐
臼
が
伝

え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
十
八
世
紀

の
津
山
に
お
い
て
も
、
足
踏
み
の
唐
臼

は
用
い
ら
れ
て
い
る
。              

　

こ
う
し
た
城
下
町
の
米
搗
き
需
要
を

見
越
し
て
の
水
車
稼
ぎ
が
、
十
八
世
紀

中
頃
以
降
の
城
下
町
商
人
に
よ
っ
て
担

わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
拙
稿
「
城
下
町

の
水
車
と
景
観―

樫
原
前
の
水
車―

」

（
津
山
郷
土
博
物
館
だ
よ
り
「
津
博
」

88
号
）
で
紹
介
し
た
が
、
江
戸
時
代
に

お
け
る
米
搗
き
労
働
の
大
き
さ
と
、
水

車
に
よ
る
劇
的
な
省
力
化
は
見
落
と
し

て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

津
山
の
城
下
町
及
び
そ
の
周
辺
で
水

車
が
利
用
さ
れ
始
め
る
時
期
は
定
か
で

は
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
、
資
料
的
に
そ

の
最
初
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

十
七
世
紀
の
森
家
の
時
代
に
関
し
て
は

資
料
が
十
分
で
は
な
く
、
水
車
が
存
在

し
た
か
ど
う
か
さ
え
定
か
で
は
な
い
。

　

十
八
世
紀
に
入
り
松
平
家
の
時
代
に

な
る
と
、
町
奉
行
や
郡
代
の
関
連
資
料

の
中
に
水
車
設
置
に
関
す
る
資
料
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
初
見
と
い
う

意
味
で
の
確
認
は
で
き
な
い
が
、
矢
吹

家
資
料
十
二
支
箱
文
書
と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
旧
郡
代
所
文
書
で
は
、
水
車
願

等
に
関
す
る
願
書
が
袋
物
と
し
て
数
多

く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、
宝

暦
二
年
（
一
七
五
二
）
の
願
書
が
最
初

と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
文

化
年
間
ま
で
大
量
の
水
車
願
書
が
残
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
以
前
の
状
況
が
定
か
で
な
い
段

階
で
、
宝
暦
年
間
か
ら
水
車
の
利
用
が

急
速
に
拡
大
し
た
と
断
定
で
き
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
た
だ
、
こ
れ

ら
の
大
量
の
水
車
願
書
の
文
言
か
ら
、

そ
の
当
時
の
様
子
を
推
測
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

３  

添
水
唐
臼
か
ら
添
水
車

　
　
　
　
　
　

あ
る
い
は
水
車
へ

　

近
世
の
津
山
地
域
に
お
け
る
水
車
の

普
及
に
は
、
添
水
唐
臼
や
添
水
車
と
の

関
係
が
注
目
さ
れ
る
。

　

十
八
世
紀
の
津
山
の
城
下
町
で
唐
臼

が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、『
津
山
松

平
藩
町
奉
行
日
記
』
宝
暦
十
二
年
（
一

七
六
二
）
一
月
二
十
六
日
の
記
事
か
ら

確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、「
此
度
亀

菊
様
御
不
幸
ニ
付
」
き
、
町
方
で
は
大

き
な
音
を
立
て
な
い
よ
う
に
慎
ん
で
い

る
中
で
、「
油
米
酒
屋
方
双
□
か
ら
臼

な
ど
ハ
別
而
相
慎
候
趣
伺
出
候
」
と
あ

る
よ
う
に
、
油
絞
り
や
米
搗
き
あ
る
い

は
酒
米
の
精
米
に
足
踏
み
式
の
唐
臼
が

一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
足
踏
み
式
の
唐
臼
を
改

造
し
、
し
し
お
ど
し
の
よ
う
に
水
の
重

さ
を
利
用
す
る
構
造
に
し
た
も
の
を
添

水
唐
臼
と
称
し
て
お
り
、
水
の
利
用
が

容
易
な
農
村
部
で
は
添
水
唐
臼
が
用
い

ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
や
が

て
添
水
車
と
い
う
言
葉
が
出
現
し
、
添

水
車
が
米
搗
き
な
ど
の
主
要
な
手
段
と

な
っ
て
い
く
。

　

津
山
地
域
に
お
い
て
は
、
資
料
の
上

で
は
水
車
と
添
水
車
が
ほ
ぼ
同
時
進
行

で
普
及
し
て
い
く
の
だ
が
、
農
村
部
で

は
水
車
よ
り
も
添
水
車
が
多
く
見
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
城
下
町
に
付
属
す
る
地

域
で
は
、全
て
水
車
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、

近
世
の
津
山
で
は
、
水
車
と
添
水
車
は

区
別
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
違
い
は
、
小

川
や
井
溝
な
ど
の
水
流
で
羽
を
回
転
さ

せ
る
も
の
を
水
車
と
し
、
水
を
上
か
ら

落
と
す
こ
と
に
よ
っ
て
羽
を
回
転
さ
せ

る
も
の
を
添
水
車
と
称
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
尚
、
現
在
で
は
、

い
ず
れ
も
水
車
と
称
し
て
い
る
。

　

こ
の
添
水
唐
臼
か
ら
添
水
車
や
水
車

へ
の
変
化
は
、
城
下
町
で
は
資
料
的
に

確
認
で
き
な
い
が
、
周
辺
農
村
部
で
は
、

宝
暦
年
間
頃
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。

　

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
七
月
の
中

原
村
権
右
衛
門
の
水
車
願
書
（
矢
吹
家

資
料
１
４
３―

３
）
で
は
、
雑
穀
や
扶

持
方
（
家
内
や
使
用
人
の
食
料
用
の
米

等
）
を
搗
く
の
が
大
変
な
の
で
、「
そ

う
ず
唐
臼
同
意
之
小
水
車
仕
度
奉
存

候
」
と
あ
り
、
一
回
毎
に
水
の
重
み
を

利
用
し
て
い
た
添
水
唐
臼
と
同
じ
よ
う

だ
が
、
飛
躍
的
に
効
率
の
良
く
な
る
小

型
の
水
車
の
設
置
を
願
出
て
い
る
の
で

あ
る
。
た
だ
、
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
意

識
の
切
り
替
え
が
で
き
て
い
な
い
と
み

え
て
、
水
車
を
利
用
し
た
い
と
言
い
な

が
ら
、
作
業
と
し
て
は
「
少
々
ふ
ま
せ

申
儀
ニ
御
座
候
」
と
、
従
来
の
唐
臼
の

作
業
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
年
十
二
月
の
大
篠
村
安
黒

和
助
の
願
書
で
は
、
同
じ
よ
う
な
理
由

か
ら
「
差
渡
シ
四
尺
計
之
そ
う
つ
車
仕

唐
臼
弐
ツ
居
え
申
度
奉
存
候
」（
矢
吹

家
資
料
１
５
６―

２
）
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
「
小
水
車
」
で
は
な
く
「
四

尺
計
之
そ
う
つ
車
」
と
表
記
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
変
化
が
続
い
て
い
く
中
で
、

や
が
て
米
搗
き
や
油
絞
り
、
粉
挽
き
な

ど
で
は
添
水
車
や
水
車
の
利
用
が
一
般

的
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
一
方

で
唐
臼
や
添
水
唐
臼
が
無
く
な
っ
て
し

ま
う
わ
け
で
は
な
い
。
水
車
等
の
利
用

に
関
し
て
は
場
所
的
な
条
件
が
伴
う
た

め
、
ど
こ
で
も
自
由
に
設
置
で
き
る
も

の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

４  

船
車
の
利
用

　

城
下
町
近
辺
で
は
樫
原
前
、
覗
き
河

原
、
奥
宮
川
、
宮
川
尻
な
ど
、
吉
井
川

や
宮
川
の
水
が
利
用
で
き
る
場
所
に
水

車
が
設
置
さ
れ
た
が
、
十
八
世
紀
末
頃

か
ら
は
こ
う
し
た
水
車
に
加
え
て
、
水

量
の
豊
か
な
吉
井
川
の
瀬
に
お
い
て
、

水
に
浮
か
ぶ
水
車
小
屋
の
利
用
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

そ
れ
は
、「
船
車
」
と
か
「
水
車
船
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
、
鍬
形
蕙
斎

の
津
山
景
観
図
屏
風
に
も
描
か
れ
て
い

る
船
車
は
、
船
の
上
に
三
棟
程
度
の
小

屋
が
載
っ
た
外
輪
船
の
よ
う
な
形
で
、

船
の
中
央
付
近
の
側
面
に
水
車
が
付
い

て
い
る
。
描
か
れ
て
い
る
船
車
は
四
艘

あ
り
、
吹
屋
町
や
中
之
町
付
近
の
吉
井

川
北
岸
に
繋
留
さ
れ
て
い
る
。

　

船
車
の
利
点
は
、
水
に
浮
か
ん
で
い

る
た
め
に
、
水
位
の
上
下
に
影
響
さ
れ

に
く
い
こ
と
と
、
移
動
が
容
易
で
あ
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
固
定
さ
れ
て
い

な
い
船
車
は
、
洪
水
等
の
災
害
時
の
避

難
と
と
も
に
、
売
買
し
た
場
合
な
ど
、

容
易
に
新
し
い
稼
働
場
所
に
移
動
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
『
津
山
松
平
藩
町
奉
行
日
記
』
を
見

る
と
、
津
山
の
城
下
町
周
辺
で
は
、
寛

政
年
間
以
降
に
船
車
に
関
す
る
記
載
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
以
前
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
確
か

な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
日
記
の
中

で
の
初
見
は
、寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）

四
月
十
三
日
の
記
事
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
は
船
車
で
は
な
く
、
説
明
的

に
「
船
ニ
而
米
つ
き
車
之
儀
」
と
あ
り
、

町
奉
行
は
、
こ
の
件
に
関
す
る
願
書
を

提
出
す
る
こ
と
の
是
非
を
藩
の
重
役
に

確
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
重

役
の
内
意
が
確
認
で
き
た
た
め
、
大
年

寄
に
願
書
の
提
出
に
関
し
て
指
示
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
津
山
に
お
い
て
は
船

車
が
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

町
奉
行
が
慎
重
に
な
っ
た
た
め
と
考
え

ら
れ
、
そ
の
後
の
船
車
稼
ぎ
の
願
書
は

普
通
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え

合
わ
せ
る
と
、
こ
の
時
が
、
城
下
町
に

お
け
る
船
車
の
最
初
で
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

現
在
確
認
で
き
て
い
る
範
囲
で
は
、

船
車
の
所
有
者
は
、
城
下
町
の
商
人
で

あ
る
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
精
米
等
の
た

め
に
船
車
を
利
用
し
て
お
り
、
小
屋
に

は
三
臼
か
ら
五
臼
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
時
に
は
、
船
車
に
盗
賊
が
侵

入
し
て
、
米
を
盗
ん
で
い
く
よ
う
な
事

件
も
発
生
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
寛
政
期
の
記
録
で
は
、

吹
屋
町
の
山
城
屋
善
左
衛
門
が
「
吹
屋

町
之
川
瀬
」
に
設
置
し
て
い
る
し
、
中

之
町
の
日
上
屋
茂
助
は
、「（
城
東
地
区

の
南
）
裏
通
清
水
場
辺
之
川
瀬
」
で
船

車
稼
ぎ
を
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
す
る
と
、
蕙
斎
が
描
く
津
山
景
観

図
屏
風
の
船
車
は
、
そ
の
形
態
と
と
も

に
、
設
置
場
所
も
あ
る
程
度
正
確
な
の

で
あ
ろ
う
。

５  

奉
公
人
の
減
少
と
賃
金
の
高
騰

　

こ
こ
ま
で
宝
暦
頃
の
水
車
や
添
水
車

の
願
書
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
そ
の

設
置
理
由
の
中
に
は
当
時
の
社
会
状
況

を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
文
言
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　

水
車
や
添
水
車
の
設
置
願
主
は
、
概

ね
上
層
農
民
で
あ
り
、「
私
儀
高
一
八

〇
石
余
所
持
」
で
あ
る
と
か
「
私
儀
持

高
多
ク
所
持
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
り
、

当
人
が
庄
屋
や
大
庄
屋
で
あ
っ
た
り
す

る
。
そ
う
し
た
有
力
農
民
た
ち
が
、「
近

来
下
男
女
殊
之
外
不
自
由
罷
成
年
増
ニ

高
給
取
ニ
付
作
方
相
応
ニ
下
人
得
召
抱

不
申
年
中
作
食
之
扶
持
方
突
精
ケ
等
甚

難
義
仕
候
」（
矢
吹
家
資
料
１
４
３―

15
）
と
い
う
こ
と
で
、
奉
公
人
の
不
足

か
ら
賃
金
が
高
騰
し
て
い
る
た
め
、
十

分
な
使
用
人
を
雇
う
こ
と
が
で
き
ず
、

食
事
の
た
め
の
精
米
に
も
難
儀
し
て
い

る
の
で
、
効
率
の
良
い
添
水
車
を
設
置

し
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
他
の
願
書
に

も
同
様
な
状
況
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
村

内
ニ
而
請
作
仕
候
者
茂
多
ク
無
之
無
拠

手
作
大
分
ニ
相
成
近
来
者
下
人
等
不
自

由
故
作
食
等
拵
難
儀
仕
候
」（
矢
吹
家

資
料
１
４
３―

７
）
と
し
て
、
水
車
の

設
置
許
可
を
願
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
村
内
で
の
小
作
人
の
減
少

も
関
連
す
る
か
と
推
測
さ
れ
る
中
で
、

奉
公
人
を
雇
え
な
い
こ
と
が
原
因
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
村
方
の
状
況
に
関
し
て
は
、

「
近
年
村
内
困
窮
仕
絶
人
株
多
ク
御
座

候
而
百
姓
頭
数
減
少
仕
抱
分
御
田
地
作

人
付
キ
不
申
候
ニ
付
無
拠
大
作
仕
下
人

等
大
勢
召
抱
候
故
作
扶
持
麦
稗
搗
し
ら

け
ニ
大
分
手
間
欠
ケ
難
儀
仕
候
」（
矢

吹
家
資
料
１
５
６―

２
）
と
も
あ
り
、

事
情
は
や
や
異
な
る
が
、
米
搗
き
等
の

労
働
省
力
化
が
必
要
と
な
っ
た
事
情
を

記
し
て
い
る
。

　

城
下
町
周
辺
の
村
の
状
況
と
し
て
は
、

奉
公
人
が
雇
え
な
い
と
い
う
事
例
と
、

作
人
の
不
足
か
ら
多
く
の
奉
公
人
を
抱

え
て
困
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
村

の
疲
弊
と
人
口
の
減
少
が
そ
の
背
景
に

あ
る
と
言
え
る
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
労
働
力
不
足
は

城
下
町
で
も
発
生
し
て
お
り
、『
津
山

松
平
藩
町
奉
行
日
記
』
寛
政
四
年
（
一

七
九
二
）
九
月
二
十
六
日
の
記
事
で
は
、

町
奉
行
増
児
右
門
が
「
御
家
中
市
郷
衣

服
華
美
并
奉
公
人
払
底
之
義
考
申
上
候

様
大
目
付
中
御
書
付
被
相
渡
候
」
と
記

し
て
い
る
よ
う
に
、
藩
内
部
で
も
危
機

意
識
を
持
つ
事
態
に
な
っ
て
い
た
。

　

実
際
、
こ
の
時
に
は
、
松
江
の
松
平

出
羽
守
の
行
列
が
通
行
す
る
際
に
人
足

が
集
ま
ら
ず
、
通
常
の
倍
以
上
の
賃
金

で
雇
用
し
て
そ
の
場
を
凌
い
だ
と
い
う

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

６  

お
わ
り
に

　

津
山
地
域
で
の
水
車
や
添
水
車
の
普

及
に
関
し
て
は
、
外
部
か
ら
の
新
技
術

の
導
入
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）

に
樫
原
前
に
水
車
を
設
置
し
た
桶
屋
町

の
大
坂
屋
が
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九

九
）
に
は
「
近
在
方
扶
持
方
踏
之
水
車

数
ヶ
所
出
来
其
上
所
々
船
車
数
多
ニ
相

成
」
り
、「
水
車
踏
米
等
追
々
相
減
渡

世
方
甚
難
渋
仕
候
」（
矢
吹
家
資
料
２

２
１―

７
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

そ
れ
な
り
の
資
本
投
下
が
必
要
と
さ
れ

る
水
車
の
設
置
が
、
十
八
世
紀
中
頃
以

降
急
速
に
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

背
景
に
は
、
労
働
の
省
力
化
を
必
須
と

す
る
社
会
経
済
的
な
事
情
が
存
在
し
た

こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
で
は
、
の
ど
か
な
農
村
の
象
徴

の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
水
車
で
あ
る

が
、
江
戸
時
代
の
津
山
に
お
け
る
、
そ

の
技
術
革
新
的
な
意
義
は
極
め
て
大
き

か
っ
た
の
で
あ
る
。

研究ノート①
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は
じ
め
に

　
「
火
事
と
喧
嘩
は
江
戸
の
華
」
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
、
江
戸
の
町
で
は
火
災
が

多
く
発
生
し
、
時
に
は
江
戸
城
を
含
む

広
範
囲
を
焼
失
す
る
大
火
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
当
初
は

消
防
組
織
の
な
か
っ
た
江
戸
の
町
に
、

や
が
て
階
層
ご
と
に
編
成
さ
れ
た
消
防

組
織
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

町
人
は
町
火
消
、
旗
本
は
定
火
消
、
大

名
は
大
名
火
消
と
い
う
具
合
で
す
が
、

大
名
火
消
は
所
々
火
消
と
方
角
火
消
、

各
自
火
消
に
区
別
で
き
ま
す
。
前
の
二

つ
は
決
め
ら
れ
た
場
所
の
消
火
に
当
た

る
も
の
で
、
後
の
一
つ
は
藩
邸
近
隣
の

消
火
に
出
動
す
る
も
の
を
指
し
ま
す
。

本
稿
で
は
、
主
に
前
の
二
つ
に
つ
い
て
、

松
平
家
の
事
例
を
紹
介
し
つ
つ
、
若
干

の
検
討
を
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
平
家
が
受
け
た
防
火
の
命

　

次
ペ
ー
ジ
の
表
は『
徳
川
諸
家
系
譜
』

の「
津
山
松
平
家
年
譜
」か
ら
作
成
し
た
、

松
平
家
が
命
じ
ら
れ
た
防
火
の
命
と
藩

邸
の
火
災
の
年
表
で
す
。元
禄
11
年（
１

６
９
８
）
の
津
山
10
万
石
拝
領
か
ら
、

江
戸
幕
府
が
崩
壊
し
た
明
治
元
年
（
１

８
６
８
）
ま
で
の
１
７
０
年
間
に
、
松

平
家
が
受
け
た
防
火
の
命
は
21
度
に
及

び
ま
す
。

　

防
火
の
命
を
受
け
る
の
は
、
原
則
と

し
て
藩
主
が
江
戸
に
い
る
時
で
あ
り
、

参
勤
し
た
大
名
が
江
戸
で
果
た
す
べ
き

役
割
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
様
子
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

平
均
す
る
と
８
年
に
１
度
の
ペ
ー
ス

で
す
が
、
時
期
に
よ
っ
て
偏
り
が
見
ら

れ
ま
す
。
藩
主
ご
と
に
比
較
す
る
と
、

４
代
長
孝
の
時
期
に
は
27
年
の
治
世
で

た
っ
た
１
度
し
か
受
け
て
い
な
い
の
に

対
し
、
５
代
康
哉
か
ら
６
代
康
乂
に
か

け
て
の
43
年
間
で
は
８
度
、
つ
ま
り
約

５
年
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
受
け
て
い
て
、

か
な
り
の
差
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

ま
す
。

　

長
孝
の
時
期
に
１
度
し
か
受
け
て
い

な
い
の
は
、
彼
の
晩
年
が
病
弱
で
あ
っ

た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
も
の
と
推
測

し
ま
す
。
病
身
で
防
火
の
任
務
に
堪
え

ら
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
免
除
さ
れ
て

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

方
角
火
消
と
所
々
火
消

　

ま
た
、
全
21
度
の
内
訳
を
確
認
す
る

と
、
た
っ
た
４
度
の
方
角
火
消
に
対
し

て
、
所
々
火
消
は
16
度
も
あ
り
、
そ
の

う
ち
の
14
度
は
浅
草
米
倉
の
防
火
で
占

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
４
度
の
方
角
火
消

は
い
ず
れ
も
、
当
時
の
藩
主
が
初
め
て

受
け
た
防
火
の
命
で
あ
り
、
う
ち
３
度

は
成
人
前
に
当
た
り
ま
す
。

　

方
角
火
消
は
、
享
保
元
年
（
１
７
１

６
）
以
降
、
大
手
組
と
桜
田
組
に
編
成

替
え
さ
れ
、
江
戸
城
延
焼
の
恐
れ
が
あ

る
火
災
の
際
に
、
大
手
・
桜
田
両
門
に

詰
め
て
江
戸
城
の
防
火
に
当
た
る
役
割

で
、
複
数
の
大
名
に
任
命
さ
れ
ま
す
。

お
そ
ら
く
、
複
数
で
任
務
に
当
た
る
た

め
、
そ
の
中
に
未
成
人
の
大
名
が
含
ま

れ
て
い
て
も
、
あ
ま
り
差
し
支
え
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
対
し
て
所
々
火
消
の
場
合
、

１
か
所
に
１
〜
２
名
と
い
う
配
置
が
多

く
、
１
名
の
大
名
が
指
導
的
な
役
割
を

果
た
す
べ
き
機
会
が
よ
り
多
く
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
成
人
後
の
健
康
な
大

名
が
任
命
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

加
え
て
、
火
災
を
防
ぐ
べ
き
場
所
の

地
理
や
施
設
の
配
置
を
詳
細
に
把
握
し

て
い
な
い
と
、
い
ざ
と
い
う
時
に
任
務

を
全
う
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
所
々
火

消
の
担
当
場
所
は
ほ
ぼ
固
定
さ
れ
て
い

て
、
松
平
家
は
主
に
浅
草
米
倉
を
担
当

す
る
決
ま
り
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

　

大
名
火
消
に
つ
い
て
検
討
す
る
場
合
、

複
数
の
大
名
家
を
調
査
し
な
い
と
全
容

の
把
握
は
困
難
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
と

り
あ
え
ず
松
平
家
の
事
例
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

本
稿
は
、
藩
主
の
年
譜
と
い
う
二
次

的
史
料
に
基
づ
い
た
も
の
で
、今
後「
江

戸
日
記
」
等
で
の
照
合
確
認
の
作
業
が

必
要
で
す
が
、
江
戸
の
火
消
の
任
務
も

年
譜
に
記
録
す
べ
き
事
項
と
認
識
さ
れ

て
い
た
の
は
、
幕
藩
制
に
つ
い
て
考
え

る
う
え
で
非
常
に
興
味
深
い
事
実
で
す
。

研究ノート②

大
名
火
消
と
松
平
家
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華
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均
す
る
と
８
年
に
１
度
の
ペ
ー
ス

で
す
が
、
時
期
に
よ
っ
て
偏
り
が
見
ら

れ
ま
す
。
藩
主
ご
と
に
比
較
す
る
と
、

４
代
長
孝
の
時
期
に
は
27
年
の
治
世
で

た
っ
た
１
度
し
か
受
け
て
い
な
い
の
に

対
し
、
５
代
康
哉
か
ら
６
代
康
乂
に
か

け
て
の
43
年
間
で
は
８
度
、
つ
ま
り
約

５
年
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
受
け
て
い
て
、

か
な
り
の
差
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

ま
す
。

　

長
孝
の
時
期
に
１
度
し
か
受
け
て
い

な
い
の
は
、
彼
の
晩
年
が
病
弱
で
あ
っ

た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
も
の
と
推
測

し
ま
す
。
病
身
で
防
火
の
任
務
に
堪
え

ら
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
免
除
さ
れ
て

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

方
角
火
消
と
所
々
火
消

　

ま
た
、
全
21
度
の
内
訳
を
確
認
す
る

と
、
た
っ
た
４
度
の
方
角
火
消
に
対
し

て
、
所
々
火
消
は
16
度
も
あ
り
、
そ
の

う
ち
の
14
度
は
浅
草
米
倉
の
防
火
で
占

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
４
度
の
方
角
火
消

は
い
ず
れ
も
、
当
時
の
藩
主
が
初
め
て

受
け
た
防
火
の
命
で
あ
り
、
う
ち
３
度

は
成
人
前
に
当
た
り
ま
す
。

　

方
角
火
消
は
、
享
保
元
年
（
１
７
１

６
）
以
降
、
大
手
組
と
桜
田
組
に
編
成

替
え
さ
れ
、
江
戸
城
延
焼
の
恐
れ
が
あ

る
火
災
の
際
に
、
大
手
・
桜
田
両
門
に

詰
め
て
江
戸
城
の
防
火
に
当
た
る
役
割

で
、
複
数
の
大
名
に
任
命
さ
れ
ま
す
。

お
そ
ら
く
、
複
数
で
任
務
に
当
た
る
た

め
、
そ
の
中
に
未
成
人
の
大
名
が
含
ま

れ
て
い
て
も
、
あ
ま
り
差
し
支
え
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
対
し
て
所
々
火
消
の
場
合
、

１
か
所
に
１
〜
２
名
と
い
う
配
置
が
多

く
、
１
名
の
大
名
が
指
導
的
な
役
割
を

果
た
す
べ
き
機
会
が
よ
り
多
く
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
成
人
後
の
健
康
な
大

名
が
任
命
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

加
え
て
、
火
災
を
防
ぐ
べ
き
場
所
の

地
理
や
施
設
の
配
置
を
詳
細
に
把
握
し

て
い
な
い
と
、
い
ざ
と
い
う
時
に
任
務

を
全
う
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
所
々
火

消
の
担
当
場
所
は
ほ
ぼ
固
定
さ
れ
て
い

て
、
松
平
家
は
主
に
浅
草
米
倉
を
担
当

す
る
決
ま
り
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

　

大
名
火
消
に
つ
い
て
検
討
す
る
場
合
、

複
数
の
大
名
家
を
調
査
し
な
い
と
全
容

の
把
握
は
困
難
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
と

り
あ
え
ず
松
平
家
の
事
例
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

本
稿
は
、
藩
主
の
年
譜
と
い
う
二
次

的
史
料
に
基
づ
い
た
も
の
で
、今
後「
江

戸
日
記
」
等
で
の
照
合
確
認
の
作
業
が

必
要
で
す
が
、
江
戸
の
火
消
の
任
務
も

年
譜
に
記
録
す
べ
き
事
項
と
認
識
さ
れ

て
い
た
の
は
、
幕
藩
制
に
つ
い
て
考
え

る
う
え
で
非
常
に
興
味
深
い
事
実
で
す
。

研究ノート②

松平家が命じられた防火の命と藩邸の火災の年表
（『徳川諸家系譜』「津山松平家年譜」より、方は方角火消）

年号

元禄11

元禄16

宝永2

正徳3

正徳5

享保2

享保6

享保16

享保17

寛延2

宝暦6

宝暦7

宝暦12

安永元

安永2

天明3

天明7

寛政元

寛政8

享和3

文化2

文化3

文化8

文化10

文化12

文政12

天保5

天保8

天保14

弘化5

嘉永5

安政6

西暦

1698

1703

1705

1713

1715

1717

1721

1731

1732

1749

1756

1757

1762

1772

1773

1783

1787

1789

1796

1803

1805

1806

1811

1813

1815

1829

1834

1837

1843

1848

1852

1859

月／日

9／ 6

11／ 28

4／ 15

11／ 5

12／ 18

12／晦

正／ 22

4／ 17

4／ 15

閏 5／ 5

4／ 16

11／ 23

11／ 19

11／ 13

2／ 29

4／ 18

4／ 24

5／ 8

4／ 24

4／ 19

4／ 26

4／ 19

3／ 4

閏 2／ 20

4／ 23

12／ 18

4／ 19

2／ 10

4／ 29

12／ 28

4／ 20

4／ 20

4／ 26

藩主

宣富

　

　

　

　

　

　

浅五郎

長熈

　

長孝

　

　

康哉

　

　

　

　

　

康乂

　

　

斉孝

　

　

　

　

斉民

　

　

　

　

慶倫

　　　　　事　　　　項

柳原邸類焼（在府）

浅草米倉防火の命（参府中）

護持院防火の命（参府中）

鍛冶橋邸類焼（参府中）

浅草米倉防火の命（参府中）

鍛冶橋邸類焼（参府中）

鍛冶橋邸類焼（帰国中）

臨時防火の命（幼年在府）

桜田邸類焼（幼年在府）

大手組防火の命 方（幼年在府）

桜田組防火の命 方（参府中）

鍛冶橋邸類焼（参府中）

高田邸類焼（参府中）

大手組防火の命 方（幼年在府）

鍛冶橋邸類焼（参府中）

浅草米倉防火の命（参府中）

浅草米倉防火の命（参府中）

芝増上寺防火の命（参府中）

浅草米倉防火の命（参府中）

桜田組防火の命 方（幼年在府）

浅草米倉防火の命（参府中）

浅草米倉防火の命（参府中）

鍛冶橋邸類焼（在府）

鍛冶橋邸出火・長屋焼失（帰国中）

浅草米倉防火の命（参府中）

浅草米倉防火の命（参府中）

浅草米倉防火の命（参府中）

鍛冶橋邸類焼（参府中）

浅草米倉防火の命（参府中）

鍛冶橋邸焼失（参府中）

浅草米倉防火の命（参府中）

浅草米倉防火の命（参府中）

浅草米倉防火の命（参府中）

○
○

○

○
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◆
ご
あ
ん
な
い

○
第
３
回　

10
月
１
日(

土)

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

講
師
：
今
津
勝
紀
氏
（
津
山
市
史
編
さ
ん
委
員
）

　

演
題
：
美
作
の
古
代
史

○
第
４
回　

12
月
３
日(

土)

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

講
師
：
沢
山
美
果
子
氏
（
津
山
市
史
近
世
編
執
筆
者
）

　

演
題
：
津
山
藩
の
妊
娠
・
出
産
管
理
政
策
か
ら
み
た

　
　
　
　
「
女
」
と
「
子
ど
も
」
の
い
の
ち

　

毎
年
好
評
の
「
美
作
学
講
座
」
は
、今
年
度
も
「
津
山
市
史
関
連
研
究
か
ら
」
の
テ
ー

マ
で
、
市
史
の
執
筆
者
４
名
を
講
師
に
お
迎
え
し
ま
す
。

　

初
回
講
師
の
森
元
氏
は
、
岡
山
県
内
各
地
の
自
治
体
史
の
編
さ
ん
に
参
加
さ
れ
、
主

に
近
現
代
の
地
方
自
治
の
歴
史
と
産
業
の
発
展
、
と
り
わ
け
農
業
分
野
を
担
当
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
市
で
も
、
す
で
に
『
津
山
市
史
研
究
』
の
創
刊
号
・
第
２
号
に
続
け
て
論

文
を
ご
執
筆
で
す
。
今
回
は
、
こ
れ
ら
の
論
文
の
基
礎
調
査
に
基
づ
い
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
に
県
内
の
小
学
校
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
現
地
調
査

に
よ
り
、
県
内
に
現
存
す
る
二
宮
金
次
郎
像
を
２
８
０
体
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら

の
地
域
・
材
料
の
別
・
設
置
年
な
ど
を
表
に
ま
と
め
、
今
ま
で
注
目
さ
れ
て
な
い
台
座

文
字
も
分
析
す
る
と
同
時
に
、
学
校
に
残
る
資
料
や
山
陽
新
報
な
ど
の
文
献
に
も
当
た

り
、
金
次
郎
像
に
関
す
る
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

県
内
の
金
次
郎
像
は
、
昭
和
３
年
か
ら
青
銅
製
と
備
前
焼
が
ほ
ぼ
同
時
並
行
で
設
置

さ
れ
、
戦
時
中
の
「
金
属
回
収
令
」
に
よ
っ
て
青
銅
製
の
像
が
回
収
さ
れ
た
後
、
備
前

焼
の
像
が
再
設
置
さ
れ
る
場
合
が
多
く
み
ら
れ
る
事
、
美
作
地
域
で
は
石
像
が
多
い
事

な
ど
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

津
山
地
域
に
現
存
す
る
19
体
に
つ
い
て
は
、
金
次
郎
像
の
写
真
を
紹
介
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
像
の
材
料
、
設
置
の
契
機
や
寄
贈
者
な
ど
を
詳
し
く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
、
セ
メ
ン
ト
製
の
台
座
に
石
像
が
設
置
さ
れ
た
高
倉
小
学
校
の
金
次
郎
像
は
、

学
校
沿
革
誌
や
古
写
真
な
ど
の
分
析
に
よ
り
、
あ
る
卒
業
生
が
出
征
の
記
念
に
寄
贈
し

た
銅
像
が
供
出
で
失
わ
れ
た
の
を
帰
還
後
に
知
り
、再
度
寄
贈
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
二
宮
尊
徳
の
思
想
を
普
及
さ
せ
る
報
徳
運
動
の
岡
山
県
下
で
の
事
例
を
紹

介
し
て
、
講
演
を
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
時
に
は
聴
講
者
と
の
対
話
を
交
え
て
気
さ

く
に
話
さ
れ
、
そ
の
対
話
か
ら
新
た
な
情
報
も
得
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。
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第１回の会場の様子

津
山
市
教
委
（
生
涯
学
習
課
）・
美
作
大
学
共
催

美
作
学
講
座―

津
山
市
史
関
連
研
究
か
ら―

第
１
回　
「
報
徳
運
動
の
展
開
と
二
宮
金
次
郎
像
」　　

６
月
11
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
元 

辰
昭 

氏
（
近
現
代
編
執
筆
者
）


